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あ
ケ
ま
す
、
、

　
次
に
そ
の
僧
σ
議
案
と
し
て

提
出
し
て
い
ま
す
議
案
一
時
借

入
金
の
最
高
限
度
額
二
七
入
先

決
定
に
つ
い
て
他
十
四
議
案
に

‘
つ
い
て
簡
単
に
説
明
を
申
上
ま

す
。
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@　行所
於い 宮崎県東旧杵郡
てま
曹ｷ 東郷 村役場
は

o

昭こ

予
算
案
提
案
に
当
っ
て

　
本
日
こ
～
に
昭
和
三
十
八
年

度
予
算
及
び
そ
の
案
件
を
御
審

議
い
た
だ
く
定
例
村
議
会
の
開

催
に
当
り
、
ま
ず
私
が
今
期
村

長
に
就
任
以
来
四
ケ
年
に
わ
た

る
皆
様
方
の
熱
情
あ
ふ
れ
る
村

政
進
展
へ
の
御
協
力
に
対
し
心

か
ら
御
礼
を
申
上
ま
し
て
予
算

の
概
要
に
つ
い
て
御
説
明
申
上

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
か
え
り
み
ま
す
と
、

私
が
村
長
と
し
て
就
任
致
し
ま

し
た
昭
和
三
十
年
以
来
、
高
度

な
経
済
成
長
と
国
民
生
活
水
準

の
飛
躍
的
向
上
を
示
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
我
が
国
の
経
済
情

勢
の
変
動
に
対
応
す
べ
く
民
主

々
義
の
基
本
理
念
を
尊
重
し

　
「
地
方
自
治
の
伸
長
と
躍
進
村

政
の
展
開
」
を
基
調
と
い
た
し

ま
し
て
「
建
全
財
政
」
を
つ
ら

蹟
き
村
政
の
姿
を
正
し
く
し
村

民
の
意
志
を
反
映
し
た
。
し
か

も
社
会
の
推
移
に
即
応
し
た
明

朗
で
且
、
平
等
な
村
政
の
確
立

を
柱
と
し
て
常
に
五
大
施
策
す

な
わ
ち

1
農
林
業
の
振
興
と
近
代
化
確

　
立

2
教
育
の
振
興
と
施
設
の
充
実

3
社
会
福
祉
の
向
上
と
労
働
対

　
策
の
充
実

4
村
道
及
産
業
道
路
整
備
強
化

・
5
基
本
財
産
の
適
正
な
管
理
と

　
造
成

の
重
点
目
標
を
か
～
げ
、
こ
れ

等
施
策
の
早
期
実
現
を
期
す
べ

く
積
極
的
な
施
策
の
推
進
に
全

力
を
傾
注
し
て
ま
い
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
過
程
に
お
い

て
は
常
に
思
い
を
新
た
に
し
強

い
決
意
の
下
に
村
民
の
各
位
と

と
も
に
村
政
の
進
展
に
適
回
し

て
参
っ
た
の
で
あ
む
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
等
の
諸
施
策
を

村
長
　
黒

木

遂
行
す
る
上
に
は
財
政
基
盤
の

強
化
を
積
極
に
は
か
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
の
で
自
主
財
源
の

確
保
は
勿
論
、
村
議
会
各
位
の

御
協
力
を
得
ま
し
て
県
及
国
等

の
制
度
資
金
の
導
入
を
は
か
り
．

あ
る
い
は
国
庫
の
高
率
補
助
の

適
用
、
、
未
開
発
地
域
に
対
す
る

新
た
な
国
の
制
度
を
最
大
限
に

活
用
す
る
こ
と
等
に
努
め
、
施

策
の
裏
付
を
行
っ
て
来
た
の
で

あ
り
ま
す
。
さ
い
わ
い
に
致
し
‘

ま
し
て
今
期
に
於
け
る
過
去
四

年
間
、
皆
様
方
の
深
い
配
慮
の

下
に
、
と
り
あ
げ
て
ま
い
り
ま

し
た
施
策
の
推
進
に
よ
り
ま
し

て
村
政
は
地
味
な
が
ら
も
漸
次

躍
進
的
な
方
向
を
示
し
つ
～
あ

り
ま
す
こ
と
は
村
民
各
位
と
共

に
慶
び
に
堪
え
な
い
処
で
あ
り

ま
す
。

　
又
、
私
共
の
長
年
月
に
わ
た

る
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
細
島
臨

．
海
工
業
地
帯
へ
の
工
場
誘
致
も

そ
の
足
が
～
り
が
出
来
、
ま
た

本
県
特
に
日
向
延
岡
臨
海
工
業

地
帯
を
中
心
と
し
た
所
謂
新
産

都
市
指
定
も
中
央
に
お
い
て
次

第
に
そ
の
理
解
が
深
ま
り
つ
～

あ
り
、
こ
れ
が
実
現
に
一
段
と

明
る
さ
を
見
出
す
こ
と
の
出
来

得
る
状
態
に
あ
り
ま
す
こ
と
は

近
き
将
来
に
於
て
本
村
農
業
の

方
向
を
決
定
せ
ん
と
す
る
、
所

謂
、
農
業
構
造
改
善
事
業
の
実

施
と
共
に
本
村
開
発
の
最
大
の

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
が
予
想

せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
本

村
の
将
来
に
大
き
い
希
望
が
持
．
．

た
れ
本
県
又
は
本
村
の
重
大
な

政
策
的
課
題
で
あ
り
ま
す
。
経

済
格
差
是
正
の
い
し
ず
え
が
築

か
れ
つ
～
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま

し
て
衷
心
よ
り
慶
び
に
堪
え
な

い
処
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
村
政
の
充
実

松

美

発
展
の
い
し
ず
え
を
眺
め
ま
す

と
、
ま
だ
ま
だ
今
後
に
そ
の
成

果
を
期
待
す
る
も
の
が
少
く
な
…
統
一
選
挙
後
に
於
て
決
意
す
べ

い
の
で
あ
り
ま
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
問
題
解
・
き
が
至
当
で
あ
る
と
の
見
解
を

決
の
難
し
さ
が
痛
感
さ
れ
る
の
．
示
し
て
い
ま
す
の
で
・
こ
の
よ

で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
．
　
　
一
う
な
情
勢
を
背
景
に
致
し
ま
し

の
黙
黙
野
離
…
歓
灘
驚
鰍
驕
臨

終
着
点
と
し
て
の
国
際
収
支
の
…
お
い
て
な
さ
る
べ
き
が
至
当
と

悪
化
に
当
面
し
ま
し
た
、
わ
が
㌔
考
え
、
昭
和
三
十
八
年
度
当
初

和
三
十
八
年
度
の
予
算
編
成
に

あ
た
り
、
基
本
方
針
と
し
て
経

済
の
健
全
成
長
を
確
保
し
国
力

．
の
充
実
と
民
生
の
向
上
を
は
か

る
為
の
諸
施
策
を
推
進
し
ょ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
又
県
に
於

て
は
国
か
ら
の
措
置
の
導
入
に

よ
る
施
策
と
県
自
体
の
強
力
な

施
策
の
積
極
的
な
問
題
解
決
は

国
の
経
済
は
金
融
引
締
か
ら
景

気
調
整
の
道
を
歩
ま
ざ
る
を
得

．
な
く
な
っ
た
と
雷
わ
れ
て
い
ま
幽

す
が
景
気
調
整
策
の
浸
透
は
輸
…

出
の
好
転
と
輸
入
の
沈
静
に
よ
．

り
ま
し
て
、
国
際
収
支
の
行
先

は
、
か
な
り
明
る
さ
が
見
え
て

．
予
算
に
お
い
て
は
、
骨
格
的
な

意
味
を
幾
分
含
め
た
予
算
を
編

成
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
様
な
前
提
に
立
ち
ま

し
て
予
算
編
成
の
方
針
と
し
ま

し
て
は

．
①
国
及
県
の
補
助
金
等
の
伴
う

　
事
業
に
つ
き
な
し
て
は
現
行

　
制
度
を
基
本
と
し
て
予
算
を

　
計
上
し
ま
し
牝
。

②
任
意
的
な
補
助
金
で
政
策
的

　
な
も
の
国
及
県
支
出
金
、
村

　
債
等
或
は
村
税
、
地
方
交
付

　
税
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
実

　
績
等
を
勘
案
し
て
計
上
し
ま

　
し
た
。

③
一
般
的
な
事
業
費
に
つ
い
て

　
は
必
要
や
む
を
得
な
い
も
の

　
を
計
上
し
ま
し
た
。

④
人
件
費
に
つ
い
て
は
国
家
公

　
務
員
に
準
じ
て
給
与
改
訂
後

　
の
必
要
経
費
の
年
間
所
要
額

　
を
計
上
し
た
。
尚
一
般
的
な

　
事
務
費
に
つ
い
て
も
事
務
改

　
善
後
の
必
要
経
費
を
充
分
考

　
落
し
て
年
間
所
要
額
を
計
上

　
し
た
。

⑤
な
を
教
育
関
係
予
算
の
中
新

　
規
事
業
と
し
て
坪
谷
中
学
校

　
の
総
合
工
作
室
の
新
築
を
計

　
画
し
ま
し
た
。

以
上
申
し
述
べ
ま
し
た
方
針
に

従
い
ま
し
て
昭
和
三
十
八
年
度

の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
と
も

編
成
い
た
し
ま
し
た
予
算
の
総

額
は
歳
入
歳
出
と
も
に

①
一
般
会
計
に
お
．
い
て
は

　
￥
九
一
、
二
三
三
、
　
一
一
〇

　
円

②
特
別
会
計
中
国
民
健
康
保
険

　
事
業
勘
定
に
お
い
て

　
￥
一
六
、
五
五
四
、
八
○
○
円

⑧
特
別
会
計
中
断
療
施
設
勘
定

　
に
お
い
て

　
￥
一
】
、
七
四
六
、
六
七
〇

　
円
　
　
　
．
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言

ミ
ル
ク
給
食
に
つ
い
て

　
学
校
給
食
が
学
童
の
体
位
の
・
一
ミ
ン
B
2
で
し
た
ら
、
卵
三
個

向
上
の
面
で
も
ま
た
学
業
成
績
一
半
、
牛
乳
一
合
九
勺
分
で
す
・

の
面
で
も
大
変
よ
い
結
果
を
表
…
た
ん
白
質
（
血
や
肉
と
な
る
）

し
て
い
る
こ
と
は
今
更
申
す
茎
は
卵
一
個
半
、
牛
乳
一
合
田
園

で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
…
牛
肉
で
し
た
ら
五
〇
グ
ラ
ム

　
今
回
、
国
は
全
国
の
中
、
小
…
に
相
当
し
ま
す
。

学
校
で
現
在
学
校
給
食
未
実
施
一
　
こ
れ
だ
げ
に
栄
養
量
を
含
ん

校
に
対
し
ま
し
て
ミ
ル
ク
給
食
だ
ミ
ル
ク
を
月
、
小
学
校
で
三

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
○
円
～
三
五
円
、
中
学
校
で
三

の
こ
と
は
体
位
が
非
常
に
低
い
十
五
円
～
四
〇
円
の
父
兄
負
担

位
置
に
あ
る
本
村
の
学
童
に
と
…
で
可
愛
い
お
子
さ
ん
方
が
飲
め
　
“

り
ま
し
て
は
、
誠
に
よ
ろ
こ
ば
…
る
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

し
い
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
本
村
で
は
寺
内
小
学
校
と
坪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
小
学
校
の
児
童
一
人
一
食
の
…
谷
小
学
校
は
完
全
給
食
（
父
兄

ミ
ル
ク
の
量
は
二
六
グ
ラ
ム
で
負
担
月
三
五
〇
円
程
度
）
を
し

す
。
こ
の
二
六
グ
ラ
ム
の
ミ
ル
　
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
そ
の
他

ク
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
カ
ル
の
小
、
中
学
校
で
は
ミ
ル
ク
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

シ
ウ
ム
（
骨
や
歯
を
つ
く
る
）
一
食
を
全
学
童
に
実
施
し
た
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

の
量
は
卵
で
し
た
ら
十
個
半
、
…
思
っ
て
い
ま
す
。
父
兄
の
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

牛
乳
な
ら
ば
一
合
八
勺
に
当
り
…
御
賛
同
と
御
協
力
を
切
に
お
願
｝

ま
す
。
成
長
を
う
な
が
す
ビ
タ
　
い
い
た
し
ま
す
。
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内
・
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年
算

38年度予算

本年度揃
予選算予

公
営
住
宅
入
居
者
公
募
．

公
営
住
宅
が
坪
谷
に
八
戸
、
小
野
田
に
十
戸
近
く
竣
工
し
ま
す
の

で
、
入
居
希
望
の
方
は
東
郷
村
役
場
総
務
課
に
申
込
み
下
さ
い

申
込
み
の
手
続
等
は
直
接
総
務
課
に
問
合
せ
下
さ
い
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渇
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0
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櫛
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1．900．000

456．900

5．999．990

19．844，360
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円

P
P
P
P
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P
P
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　　　　円
18．880．100

28．500。00C

15．067．580

1．667，590

　730．800

12．782．180

4．902．730

2．665．900

　円

理
qqg

留0
590

印。

姻．

型

　　　　円
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5．500．000
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454．000
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　955．100

1鉤

漉
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減
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予
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Q
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し
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10．028．590

25．770

674．950
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6．3

7．2

0．5
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　　　円
137．950
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4．156，490

6．257．810

　317．190

134．440

4，769．810
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『駒0

784．970

926．660

亨38．100
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計
…

　
｝

　
一

　
「

8県
9寄

10繰

11繰
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15村

A
＿一口．．

　　　　1哩
3．502．970

18，139．210

1．409．610

11。449．520

17．365．080

17．413．820

2．467．080

6．881．920

5．830．410

40．410

365．750

4．852．340

9．515．410

300．000

99．128，530
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款＼＼＿」＿晶＿＿一一＼
　　．一一両
3．440．920

21．104．580

1．648．390

5．21〕6．540

18．275．330

7．702．620

2．575．750

10」976．780

6．781．140

　59．020

849．730

5．779．000

6．553．510

500．000

91．235．1101
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費
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費
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園
生
濫

　
　
．
働
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木
育
門
衛
経
産
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一
び
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健
業
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…
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・
τ
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費
費
費
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＿倉 許

こ
「
金
費

　
　
計

村
奨
学
金
貸
与
申
込
み
に
つ
い
て

1
2
1
3

　
本
村
の
奨
学
資
金
は
次
の
よ
う
な
要
領
で

貸
与
い
た
し
ま
す
の
で
期
日
ま
で
に
は
必
ず

申
込
ん
で
下
さ
い
。

　
不
明
の
点
は
東
郷
村
教
育
委
員
会
に
直
接

お
た
つ
ね
下
さ
い
。

　
　
　
　
記

一
、
資
金
を
貸
与
を
う
け
る
者
の
資
格

ω
　
本
村
に
本
籍
を
有
す
る
者
　
　
　
・

㈲
　
公
認
の
高
等
学
校
以
上
の
学
校
に
在
籍

　
す
る
学
生
生
徒

）（1）二

　　　　、

（5）（4）（3　
学
資
金
貸
与
願
、

　
明
書

吻
　
提
出
期
限

　
昭
和
三
十
八
年
四
月
二
十
日

㈲
　
提
出
先

　
東
郷
村
教
育
委
員
会

学
業
成
績
優
良
で
志
操
堅
実
な
者

身
体
強
健
な
者

・
学
資
に
乏
し
い
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

貸
与
手
続

提
出
す
べ
き
書
類

　
　
　
　
　
　
　
　
履
歴
書
、
学
業
成
績
証

F
馴

覧

　
　
　
　
，

・
．
り
健
㌧
‘

、

・輔

I
〃
．

．
瓦
砦
．
歳
　
－
　
　
ご

．
．
も
レ
穏
凱
≒
藝
〔
．
号
甑
｝
．

、
巨
貿
駐
評
実
！

．
　
　
　
艦

、
　
　
　
」

　
一

」
、

，

7

’

、
、



罵
、

、

ノ

㍉

、
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（2）（第138号》三郷東
，

和38年3月20日発行

覗
察
報
告
書

教
育
委
員
長
杉
田
三
郎

「
部
落
の
自
治
、
社
会
教
育
を

進
め
る
上
に
反
長
、
公
民
館
長

の
二
本
立
て
を
維
持
す
る
こ
と

と
、
一
本
化
を
す
～
め
る
こ
と

と
、
ど
ち
ら
が
望
ま
し
い
か
」

と
云
う
大
き
な
課
題
を
抱
い
て

私
達
教
育
委
員
四
二
と
田
代
主

事
と
共
に
、
二
月
二
十
日
か
ら

三
目
間
、
研
修
旅
行
を
北
諸
県

郡
加
久
藤
町
と
高
崎
町
の
二
地

に
求
め
、
前
者
は
、
出
職
を
兼

務
す
る
こ
と
を
、
後
者
は
、
公

民
館
一
本
化
と
し
、
い
つ
れ
も

軌
道
に
乗
せ
た
と
こ
ろ
と
し
て

そ
の
内
容
を
検
討
し
、
実
行
に

移
し
た
時
の
問
題
点
を
さ
ぐ
っ

　
　
　
　
　
　
■

て
み
た
。

　
先
づ
両
町
の
人
口
、
地
勢
、

産
業
の
概
要
を
考
察
す
る
と
、

加
久
藤
町
は
人
口
八
千
四
百
、

戸
数
千
八
百
三
十
一
戸
、
平
均

耕
作
面
積
八
七
ア
ー
ル
、
約
六

割
が
農
家
で
水
稲
の
比
重
が
圧

倒
的
に
高
く
、
三
十
六
年
度
実

績
農
業
生
産
額
三
億
五
千
八
百

八
十
五
万
六
千
円
の
内
、
二
億

七
百
三
六
万
円
が
稲
で
あ
る
。

　
古
く
よ
り
仔
馬
生
産
に
力
を

入
れ
て
居
た
が
、
此
れ
が
衰
微

を
挽
回
す
る
為
に
町
は
、
三
十

五
年
防
災
営
農
五
ケ
年
計
画
を

樹
て
現
在
の
生
産
額
二
千
万
円

を
倍
に
、
ジ
ャ
ー
ジ
種
、
乳
牛

の
導
入
に
よ
り
、
其
の
他
の
畜

産
生
産
を
現
在
の
三
千
万
を
三

倍
の
九
千
万
円
に
増
加
さ
せ
る
「
園
長
、

こ
と
を
目
標
に
努
力
し
て
い
る

　
因
み
に
町
の
財
政
規
模
を
み

る
と
、
総
額
九
千
二
百
八
六
万

四
千
円
で
教
育
費
の
比
率
は

八
、
八
％
と
可
成
り
低
い
が
、

社
会
労
働
施
設
費
二
一
、
　
六
％

を
占
め
て
い
る
点
は
、
注
目
す

べ
き
で
あ
る
。

　
一
方
高
崎
町
は
人
口
一
万
六

千
八
百
九
十
四
名
、
戸
数
三
、

六
七
一
戸
で
、
規
模
は
加
久
藤

町
の
約
ご
倍
だ
が
、
農
業
六
三

％
、
一
戸
平
均
八
、
八
ア
ー
ル

と
農
業
の
占
め
る
比
重
、
耕
作

規
模
は
大
差
は
な
い
。

　
唯
こ
こ
は
畑
作
の
占
め
る
割

合
が
水
田
を
や
や
上
ま
わ
り
、

そ
の
面
積
が
一
、
二
〇
〇
ヘ
ク

一
　
八
八
五
万
キ
ロ
を
筆
頭
に

菜
種
、
大
豆
、
そ
ば
、

作
物
の
生
産
量
が
極
め
て
大

あ
る
こ
と
、
畜
産
で
は
和
牛

タ
M
ル
を
越
え
て
お
り
甘
藷
の
藤
継
鉾
難
綜

成
牛
二
千
頭
、
仔
牛
八
五
〇
頭

と
主
軸
を
占
め
、
馬
、
乳
牛
は

未
だ
見
る
べ
き
実
績
は
現
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
、
加
久
藤
町

に
比
し
て
い
さ
さ
か
立
ち
お
く

れ
の
感
が
見
え
る
。
町
の
財
政

規
模
は
一
億
四
百
七
七
万
四
千

円
で
教
育
費
の
比
重
は
二
四
、

　
一
％
と
大
き
く
社
会
労
働
施
設

が
九
％
と
加
久
藤
と
は
逆
な
姿

を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
両
町
の
規
模
概
況
を
比

較
述
し
た
が
、
地
勢
産
業
が
霧

島
盆
地
に
つ
な
が
る
農
業
地
帯

で
あ
り
酪
農
和
牛
の
生
産
を
除

い
て
は
、
水
稲
一
般
畑
作
を
主

体
と
す
る
特
徴
の
少
な
い
農
業

形
態
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
こ
そ

町
を
挙
げ
て
社
会
教
育
に
努
力

を
傾
注
し
、
特
に
青
年
学
級
、

成
人
学
級
を
、
高
度
専
門
学
級

に
高
め
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
産

業
振
興
を
計
る
と
共
に
、
行
政

と
社
会
教
育
を
表
裏
一
体
の
基

に
進
め
る
等
と
し
て
、
未
配
部

落
で
の
反
長
、
公
民
館
長
の
一

本
化
を
実
践
し
た
理
由
が
う
か

が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
き
て
本
論
に
入
ろ
う
。
加
久

藤
町
は
昭
和
三
十
二
年
「
部
落

振
興
と
公
民
館
、
新
生
活
運
動

と
公
民
館
」
と
云
う
テ
ー
マ
で

県
指
定
の
研
究
公
開
を
行
っ
た

が
、
そ
の
時
を
機
会
に
部
落
行

政
地
域
一
八
区
に
分
館
を
設
置

　
　
　
公
民
館
長
兼
任
の
線
に

踏
切
っ
た
。

　
当
時
の
問
題
点
と
し
て
は
従

来
の
反
艮
が
兼
任
し
た
為
に
所

謂
区
長
型
の
人
物
の
場
合
、
公

民
館
活
動
が
に
ぶ
る
き
ら
い
が

な
い
で
も
な
か
っ
た
が
、
公
民

館
組
織
の
申
に
指
導
主
事
を
麗

一
き
、
部
制
に
よ
る
責
任
活
動
を

一
強
化
す
る
為
に
毎
年
度
始
め
に

部
長
研
修
会
を
行
っ
て
指
導
に

当
っ
た
の
で
、
行
政
の
末
端
浸

透
と
社
会
教
育
活
動
は
表
裏
一

体
の
関
係
で
進
み
つ
つ
あ
る
模

様
で
あ
る
。

　
報
酬
の
裏
付
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
、
一
反
長
手
当
は
、
町
費

年
間
均
等
割
一
万
円
に
手
当
二

〇
円
の
戸
数
割
を
附
加
、
分
館

麦
等
鰐
聯
舗
講

　
　
　
　
　
エ
．

難
携
羅
蒸
発
螺
く
復
雑
で
な
い
模
様

と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
従
っ
て
町
は
産
業
振
興
の
主

　
分
館
運
営
に
対
す
る
町
の
助
点
を
中
央
公
民
館
を
中
核
と
す

勢
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、
一
八
る
、
学
習
活
動
に
向
け
、
主
事

分
館
に
対
す
る
助
成
総
額
は
一
一
六
名
、
社
会
教
育
主
事
一
名
、

○
万
円
で
一
区
平
均
五
千
五
百
一
公
民
館
主
事
一
名
、
青
年
学
級

円
と
、
此
れ
も
東
郷
村
に
比
し
一
二
名
、
視
聴
覚
ご
名
を
配
置
し

は
る
か
に
低
い
が
、
　
一
率
支
給
．
て
万
全
を
期
し
、
婦
人
青
年
学

で
な
く
、
二
千
円
を
均
等
割
あ

と
を
実
績
に
応
じ
て
三
段
階
に

分
け
支
給
し
て
居
る
。

　
い
つ
れ
に
し
て
も
町
の
負
担

額
は
比
較
的
小
額
で
あ
る
が
、

各
自
に
於
て
戸
数
割
年
額
を
徴

収
し
、
　
「
本
村
の
区
費
に
当

る
」
此
れ
が
分
館
運
営
の
役
員

手
当
に
当
て
ら
れ
て
い
る
の
で

級
、
中
ん
ず
く
成
人
（
壮
年
）

学
級
に
は
専
門
学
級
と
し
て
、

社
会
、
酪
農
、
養
鶏
、
養
豚
、

両
親
の
五
種
民
を
三
十
三
年
よ

り
年
次
計
画
で
実
施
し
て
い
る

　
然
し
こ
～
で
も
都
市
流
出
に

よ
る
青
年
層
の
激
し
い
人
口
減

と
日
稼
ぎ
、
労
力
不
足
（
特
に

酪
農
な
ど
の
時
間
的
制
約
）
は

各
分
館
の
予
算
額
は
平
均
七
万
一
サ
ッ
プ
学
習
（
基
礎
学
力
の
不

円
か
ら
十
万
円
位
と
な
っ
て
居
一
足
）
の
大
き
な
あ
い
路
と
な
つ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
て
お
り
、
又
在
村
青
年
の
資
質

　
私
達
が
問
題
点
と
感
じ
た
も
・
水
準
の
低
さ
は
専
門
学
習
に
対

の
は
指
導
主
事
（
各
部
落
で
選
す
る
吸
引
力
と
魅
力
そ
う
失
の

出
す
る
）
の
報
酬
が
町
費
僅
か
現
象
を
生
じ
て
い
る
と
言
え
る

に
一
人
当
り
年
壱
千
円
に
過
ぎ

な
い
こ
と
で
あ
る
。
指
導
主
事

は
公
民
館
運
営
に
専
任
す
る
の

で
運
営
面
に
は
大
き
な
プ
ラ
ス

で
あ
り
）
裕
福
な
部
落
で
は
、

有
為
な
人
材
が
奉
仕
的
に
サ
ー

［
ビ
ス
し
て
お
り
、
現
状
に
て
は

甚
だ
効
果
的
で
あ
る
よ
う
だ
が

将
来
や
は
り
裏
付
の
不
足
が
問
「
女
子
は
作
法
、

題
と
な
る
こ
と
を
指
摘
せ
ざ
る
　
そ
れ
五
名
乃
至
一
〇
名
程
度
の

を
得
な
い
。
次
に
部
落
自
治
、
一
グ
ル
ー
プ
で
熱
心
に
学
習
に
励

行
政
浸
透
と
そ
れ
で
な
く
と
一
む
姿
を
見
せ
て
貰
っ
た
。

も
、
仕
事
オ
ー
バ
ー
だ
と
さ
れ
一
　
高
崎
町
の
場
合

る
区
長
職
の
運
営
に
支
障
は
な
「
　
同
町
は
公
民
館
一
本
化
を
実

　
此
の
事
は
ど
の
町
村
に
も
起

り
つ
、
あ
る
問
題
点
で
あ
り
、

そ
の
対
策
に
は
万
全
を
期
さ
ね

ば
な
る
ま
い
。

　
そ
れ
で
も
私
達
が
訪
れ
た
際

中
央
公
民
館
別
室
に
於
て
S
A

P
学
習
が
開
か
れ
て
お
り
男
子

は
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
農
業
講
座

　
　
　
　
　
　
和
裁
、
と
そ
れ

灘
雛
懇
鱗
醗
瀟
瀟
鴎
雛

輪
郭
鎌
藩
樵
姻
騨
叢
副

な
り
、
三
六
年
農
政
五
ケ
年
計

画
、
公
民
館
活
動
五
ケ
年
計
画

を
樹
て
た
の
を
契
機
と
し
て
、

区
制
を
廃
し
三
九
分
館
で
一
本

化
に
踏
切
っ
た
。

　
当
町
は
地
区
公
民
館
と
し
て

一
五
分
館
を
有
し
、
部
落
公
民
館

一三
九
は
町
立
で
な
く
従
っ
て
建

設
補
助
も
し
な
い
が
、
老
朽
校

舎
の
格
安
払
下
等
に
よ
り
建
設

の
便
宜
を
計
っ
た
由
で
あ
る
。

　
公
民
館
発
足
し
た
当
初
（
二

年
前
）
は
や
は
り
従
来
の
区
長

い
L
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
即
題
出
身
の
若
い
佐
々
木
助
役

　
さ
て
館
長
報
酬
の
裏
付
は
ど
　
と
、
物
静
か
な
老
教
育
長
肥
奪

う
で
あ
ろ
う
か
。
区
長
手
当
は
木
さ
ん
は
、
面
白
い
コ
ン
ト
ラ

勿
論
な
い
。
当
初
は
戸
当
り
七
ス
ト
で
あ
る
。
此
の
分
で
は
教

○
○
円
十
ア
ル
フ
ア
ー
と
し
て
．
育
長
さ
ん
は
学
校
教
育
の
方
だ

納
税
報
償
金
五
％
を
加
算
し
た
け
頭
を
使
っ
て
い
れ
ば
事
が
済

も
の
を
以
て
手
当
二
万
円
、
績
む
と
思
わ
れ
る
程
の
熱
心
さ
で

を
運
営
費
と
す
る
線
を
す
す
め
行
政
と
社
会
教
育
の
一
体
を
論

無
難
靴
敷
鑛
誘
蹴
鶴
野
眺
め
て
見
よ

長
手
当
月
額
二
千
円
、
交
附
金
一
う
、
先
づ
教
育
委
員
会
の
下
に

戸
当
り
四
五
〇
（
内
ご
百
円
年
一
一
八
名
で
構
成
す
る
社
教
委
員

度
当
初
、
後
期
に
二
百
五
拾
円
会
が
あ
り
、
中
央
公
民
館
に
は

が
肩
代
り
し
た
と
云
う
感
が
あ
…
を
納
税
実
績
に
よ
り
関
連
配
二
二
〇
名
で
構
成
す
る
公
民
館
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
日
進
月
一
此
の
審
議
機
構
が
社
会
教
育
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
ノ
チ
す
る
度
合
は
予
算
の
企

産
業
振
興
運
動
に
比
重
が
変
害
い
点
が
出
た
ら
ど
ん
ど
ん
変
え
一
画
、
編
成
の
実
権
を
握
り
予
算

一
て
来
た
と
町
助
役
佐
々
木
さ
ん
㎜
て
行
き
ま
す
。
区
長
制
廃
止
し
｝
獲
得
の
上
に
も
大
き
な
力
を
発

り
、れ

た
が
、
其
後
の
運
営
に
よ
⊃
は
良
い
と
の
話
で
あ
っ
た
。
佐

急
速
に
変
化
し
、
公
民
館
活
動
々
木
助
役
は
云
う

を
中
心
と
す
る
社
会
教
育
活
動
歩
の
世
の
申
で
す
か
ら
、
ま
つ

人
選
に
不
適
正
が
認
め
ら
｝
分
）
、
し
て
期
末
に
改
め
効
果
離
謄
霧
黙
黙

は
力
説
し
て
い
る
。

　
之
は
と
り
も
直
さ
ず
町
主
脳

部
、
　
「
町
長
、
助
役
共
に
農
敢

人
で
あ
り
特
に
愛
農
会
組
織
に
一

よ
る
精
神
活
動
を
重
視
し
て
込

る
」
の
行
政
に
対
す
る
考
え
方
…

が
、
社
会
教
育
を
促
し
て
の
産

業
振
興
と
云
う
こ
と
に
重
点
を
一

を
お
い
て
い
る
こ
と
に
、
大
き
…

な
要
因
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
一

　
然
も
そ
の
方
法
と
し
て
社
会

㍑
婦
講
義
辞
鍛
麺
欝
誕
灘
雛
松
編
鹸

化
は
町
民
の
意
識
を
ど
ん
ど
ん
一
つ
な
が
り
の
橋
渡
し
役
さ
え
つ

鐸
齪
編
賑
賑
論
難
鴛
爲
や
気
が
楽
で

選
挙
独
語

教
育
そ
の
も
の
の
機
構
拡
大
と
．
◎
四
月
十
七
日
に
県
知
事
と
直

せ
ず
、
町
機
構
全
体
を
社
会
教
会
議
員
の
選
挙
、
四
月
三
十
日

育
に
つ
な
が
ら
せ
る
こ
と
に
配
に
村
長
、
村
会
議
員
の
選
挙
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慮
し
て
お
り
、
例
え
ば
社
会
主
一
行
わ
れ
る
そ
う
だ
。

事
六
名
申
、
専
任
者
は
一
名
で
◎
こ
の
前
睡
る
識
者
に
「
ど
ん

欝
融
魑
講
燵
賭
麗
麗
べ
ば
よ
い
か
、
と
尋

は
館
長
の
手
を
出
来
る
だ
け
わ

ず
ら
わ
さ
ぬ
よ
う
文
書
課
で
統

括
し
、
又
調
査
事
務
等
が
重
復

せ
ぬ
よ
う
企
画
室
で
各
課
の
事

務
調
整
を
計
る
等
「
ま
め
の
細

雪
二
等
部
落
へ
の
行
政
浸
灌
ヨ
人
篶
潔
な
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

竜
霊
7
り
書
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胃
’
i
猛
已
…
3
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き
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亨

邑
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亨

含
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£
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，
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2
良
識
あ
る
人

3
郷
土
愛
に
燃
え
る
人

4
誠
実
な
人

5
実
行
力
の
あ
る
人

と
教
え
て
く
れ
た
。

　
わ
し
が
「
そ
ん
な
そ
ろ
っ
た

仁
は
い
な
い
」
と
言
っ
た
ら
、

少
し
で
も
こ
の
条
件
に
近
い
人

を
選
ぶ
こ
と
ち
ゃ
と
仰
言
っ
た

　
わ
し
は
こ
の
条
件
の
外
に
も

う
一
つ
あ
る
よ
う
に
思
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
「
政
治
力
の
あ
る

人
」
と
い
う
事
ぢ
ゃ
。
ど
ん
な

に
え
ら
い
立
派
な
人
で
も
政
治

力
が
な
け
れ
ば
鬼
に
金
棒
と
は

言
え
ぬ
。
勿
論
、
政
治
力
だ
け

の
人
は
真
平
だ
が
。

　
わ
し
は
県
会
議
員
を
え
ら
ぶ

時
と
村
会
議
員
を
え
ら
ぶ
時
の

心
の
は
た
ら
き
は
少
々
違
う
よ

う
な
気
が
す
る
。
県
会
議
員
は

選
挙
区
が
決
っ
て
い
る
か
ら
、

地
区
代
表
で
あ
る
。
だ
か
ら
地

区
内
の
適
任
者
を
え
ら
ぶ
こ
と

に
な
る
が
、
そ
の
地
区
が
東
臼

杵
郡
全
体
だ
か
ら
始
末
に
負
え

村
　
民

ぬ
。
遠
い
と
こ
ろ
の
立
候
補
者

は
よ
く
知
ら
ぬ
。
運
動
員
の
話

も
あ
て
に
な
ら
ぬ
。
だ
か
ら
近

く
で
よ
く
そ
の
人
柄
を
知
っ
て

い
る
人
を
え
ら
ぶ
事
が
無
難
な

気
が
す
る
。
よ
く
そ
の
人
柄
を

知
ら
ぬ
と
も
地
縁
の
あ
る
人
を

え
ら
ぶ
こ
と
は
何
も
公
明
選
挙

を
毒
す
る
考
え
方
で
は
あ
る
ま

い
。　

特
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

こ
と
は
、
村
で
橋
を
か
け
る
に

し
て
も
、
学
校
を
建
て
る
に
し

て
も
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

や
起
債
を
受
け
な
け
れ
ば
、
村

だ
け
の
自
己
資
金
で
は
到
底
出

来
ぬ
。
こ
の
よ
う
な
面
で
も
県

議
は
常
に
村
長
と
相
た
つ
さ
え

て
働
い
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
ぬ

の
で
や
っ
ぱ
り
地
縁
の
深
い
人

を
え
ら
ぶ
事
ぢ
ゃ
。

　
と
こ
ろ
が
村
会
議
員
の
選
挙

は
村
一
円
が
選
挙
区
だ
。
村
内

の
こ
と
だ
か
ら
立
候
補
者
の
人

柄
や
手
腕
も
大
体
わ
か
る
。
だ

か
ら
村
内
を
よ
く
見
渡
し
て
適

任
者
を
選
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
部

落
代
表
な
ん
て
け
ち
な
考
え
方

を
し
な
い
で
、
真
の
村
会
議
員

を
え
ら
ぶ
こ
と
ち
ゃ
、
「
あ
の

候
補
は
親
類
が
多
い
か
ら
」
な

ん
て
選
挙
を
毒
す
る
言
葉
は
一

日
も
早
く
追
枚
＋
　
智
ぢ
ゃ
。

O
膿
は
一
ロ
ー
7
’
奮
え
ば
村
，
噌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隻
　
　
、

実
印
を
あ
ず
け
る
人
で
あ
る
。

だ
か
ら
第
一
条
件
は
誠
実
な
人

で
な
け
れ
ば
い
か
ぬ
。
信
用
の

あ
る
人
で
な
け
れ
ば
い
か
ぬ
。

そ
し
て
政
治
的
手
腕
の
あ
る
人

で
な
け
れ
ば
い
か
ぬ
。
そ
の
上

計
画
性
が
な
け
れ
ば
い
か
ぬ
。

◎
選
挙
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と

よ
く
「
コ
プ
ノ
の
水
も
長
く
か

え
ぬ
と
に
ご
る
」
、
と
か
「
新

風
を
吹
き
こ
め
」
な
ど
の
言
葉

が
は
や
る
。

「
コ
ソ
プ
の
水
…
…
」
は
知
事

市
町
村
長
な
ど
首
長
選
に
使
わ

れ
、
　
「
新
風
・
：
」
は
県
議
や

市
町
村
議
選
に
使
わ
れ
る
よ
う

だ
。　

コ
ソ
プ
の
水
も
長
く
そ
の
ま

ま
な
ら
ば
腐
れ
る
こ
と
も
あ
る

だ
ろ
う
が
殺
菌
剤
を
入
れ
て
お

け
ば
い
つ
ま
で
お
い
て
も
腐
れ

ぬ
。

　
わ
し
は
こ
の
殺
菌
剤
は
有
権

者
だ
と
思
っ
て
い
る
。
有
権
者

が
常
に
殺
菌
剤
の
役
目
を
果
し

で
お
れ
ば
決
し
て
水
は
腐
れ
な

い
。O

水
を
と
り
替
え
る
こ
と
も
、

わ
し
は
悪
く
は
な
い
と
も
思
っ

て
い
る
。
た
だ
取
替
え
る
水
が

問
題
で
あ
る
噸
と
り
替
え
る
水

が
綺
麗
な
水
で
あ
れ
ば
結
構
ぢ

ゃ
が
、
そ
の
水
に
赤
痢
菌
や
チ

ブ
ス
菌
で
も
入
っ
て
い
た
ら
、

そ
れ
こ
そ
大
変
で
あ
る
。
だ
か

ら
精
密
な
水
質
検
査
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
検
査
官
が
ま
た
有

権
者
で
あ
る
と
わ
し
は
思
っ
て

い
る
。
念
に
は
念
を
入
れ
て
精

密
な
検
査
を
し
て
誤
り
の
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
か
ぬ
。

◎
「
新
風
：
　
」
だ
っ
て
同
じ

こ
と
で
あ
る
。
オ
ゾ
ン
を
多
く

含
ん
だ
新
鮮
な
風
な
ら
ば
結
構

ぢ
ゃ
が
、
新
風
な
ら
ざ
る
新
風

で
あ
っ
た
ら
、
か
ん
ば
し
く
あ

る
ま
い
。

お
互
い
に
言
葉
の
魔
術
に
か
か

ら
ぬ
こ
と
ち
ゃ

◎
選
挙
に
デ
マ
は
つ
き
も
の
ぢ

や
。
だ
れ
が
ど
こ
で
い
つ
作
り

出
す
の
か
知
れ
な
い
が
一
た
び

放
送
さ
れ
る
と
、
瞭
原
の
火
の

よ
う
に
ひ
ろ
が
る
か
ら
始
末
に

負
え
る
。
　
「
一
犬
虚
に
吠
え
て

万
犬
実
を
伝
え
る
」
か
ら
恐
ろ

し
い
。

　
わ
し
は
デ
マ
は
下
劣
な
人
間

の
仕
業
で
悪
ら
つ
な
方
法
だ
と

思
っ
て
い
る
決
し
て
耳
を
か
し

て
は
な
ら
ぬ
。

◎
わ
し
は
、
買
収
、
供
応
、
デ

マ
は
選
挙
の
三
悪
だ
と
思
っ
て

い
る
。
こ
の
三
悪
は
是
が
非
で

も
追
放
し
撃
退
し
な
け
れ
ば
い

噛　　〆

か
ぬ
。
そ
の
道
は
む
つ
か
し
い

事
で
は
な
い
。
有
権
者
が
し
っ

か
り
す
る
こ
と
ち
ゃ
。
供
応
や

貿
収
に
は
応
ぜ
ぬ
こ
と
ぢ
ゃ
。

デ
マ
は
信
ぜ
ぬ
こ
と
ち
ゃ
。
た

だ
そ
れ
だ
け
の
事
ぢ
ゃ
。

O
わ
し
は
こ
れ
か
ら
の
四
ケ
年

が
本
村
の
繁
栄
の
道
を
切
り
開

く
か
、
衰
頽
の
道
を
た
ど
る
か

の
わ
か
れ
る
年
だ
と
思
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
県
議
を
え
ら
ぶ
に

も
村
長
を
選
ぶ
に
も
、
村
議
を

え
ら
ぶ
に
も
力
の
あ
る
人
を
え

ら
ぶ
こ
と
じ
ゃ
。
情
実
な
ど
に

は
決
し
て
と
ら
わ
れ
な
い
で
。

O
公
明
選
挙
1
1
”
公
明
選
挙
－
一
”
清

潔
な
選
挙
を
し
よ
う
。

、

◇
毎
年
の
こ
と
だ
が
、
か
げ
ろ

　
う
燃
え
る
三
月
は
、
官
庁
や

　
学
校
に
と
っ
て
は
、
年
度
末

　
と
あ
っ
て
多
忙
な
月
で
あ
る

◇
年
度
初
め
に
計
画
し
た
事
業

　
は
完
遂
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か

　
と
実
績
の
検
討
も
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
ぬ
し
、
文
字
通
り
の

　
目
の
廻
る
忙
し
さ
で
あ
る
。

◇
昭
和
三
十
七
年
度
の
村
政
の

．
一
断
面
を
瞥
見
し
て
み
る
と

　
先
づ
教
育
面
で
は
青
少
年
教

　
育
の
場
と
し
て
、
農
村
青
年

　
建
設
班
の
結
成
、
S
A
P
運

　
動
の
推
進
、
中
央
青
年
学
級

　
の
開
設
等
が
あ
げ
ら
れ
る
で

　
あ
ろ
う
。
五
百
数
十
万
円
で

　
寺
迫
小
学
校
の
屋
内
体
育
館

　
の
建
設
も
今
年
の
事
業
の
一

　
つ
で
あ
る
。

◇
土
木
の
面
で
は
村
道
整
備
五

　
ケ
年
計
画
が
樹
て
ら
れ
、
初

　
年
度
の
事
業
と
し
て
八
百
余

　
万
円
の
経
費
で
羽
坂
橋
が
永

　
応
需
に
架
橋
さ
れ
、
ま
た
ダ

　
ン
プ
カ
！
を
購
入
し
て
村
道

　
の
す
べ
て
に
砂
利
敷
を
行
っ

　
て
道
路
網
の
整
備
が
は
か
ら

　
れ
た
。
従
来
は
道
路
等
の
開

　
さ
く
に
は
地
元
に
多
額
の
負

　
担
が
あ
っ
た
が
、
本
年
度
か

　
ら
こ
れ
が
大
巾
に
軽
減
さ
れ

　
た
。
こ
の
こ
と
は
黒
木
村
長

　
の
行
政
の
信
条
で
あ
る
「
行

　
政
の
姿
勢
を
正
す
」
、
の
具

　
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

◇
産
業
関
係
で
は
農
業
構
造
改

　
善
の
基
礎
づ
く
り
と
し
て
村

　
内
一
千
六
百
戸
の
農
家
の
実

　
態
調
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
で

　
あ
る
。
今
農
村
の
慢
犬
の
課

　
題
は
こ
の
構
造
改
善
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
で
あ
る
。
す
で
に
集
計
も
終

　
り
、
構
造
改
善
委
員
会
も
結

成
さ
れ
、
県
の
予
備
指
定
も

　
う
け
て
、
真
剣
に
検
討
さ
れ

　
て
い
る
の
で
来
年
度
申
に
は

　
そ
の
結
論
も
出
て
、
具
体
像

　
も
描
か
れ
て
繁
栄
へ
の
道
も

　
拓
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
将
に

　
本
村
の
黎
明
で
あ
る
。

◇
こ
の
外
本
年
度
の
事
業
と
し

　
て
見
の
が
せ
な
い
も
の
に
公

　
営
住
宅
が
一
千
余
万
円
を
か

　
け
て
二
十
戸
た
て
ら
れ
ま
た

　
伝
染
病
棟
が
建
設
さ
れ
」
東

　
郷
診
療
所
の
施
設
も
充
実
さ

　
れ
て
診
療
所
が
病
院
に
昇
格

　
し
て
村
民
の
健
康
摺
身
に
疾

　
病
治
療
に
万
全
が
期
せ
ら
れ

　
た
こ
と
で
あ
る
。

◇
最
後
に
特
筆
大
書
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
ぬ
二
つ
の
事
業
が
あ

　
る
。

　
そ
の
一
は
役
場
の
事
務
改
善

　
で
あ
る
。
町
村
制
が
施
行
さ

　
れ
て
蕪
に
七
十
余
年
、
そ
の

　
間
役
場
事
務
は
旧
態
依
然
で

　
き
し
た
る
改
善
も
行
わ
れ
な

　
い
で
今
日
に
及
ん
だ
の
で
あ

　
る
。
本
村
で
は
本
年
度
の
当

　
初
か
ら
こ
の
間
題
に
と
り
組

　
ん
で
役
場
事
務
の
全
般
に
亘

　
っ
て
科
学
的
に
分
析
検
討
し

　
て
、
系
統
的
組
織
的
に
機
構

　
を
改
め
事
務
の
合
理
化
、
能

　
率
化
、
正
確
化
を
は
か
っ
て

　
村
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
・
ス
の

向
上
に
資
し
た
こ
と
で
あ
る

◇
そ
の
二
は
鵡
川
分
水
問
題
で

　
あ
る
。
品
川
の
分
水
は
細
島

　
臨
海
工
業
の
生
命
線
で
あ
っ

　
て
、
こ
れ
が
解
決
に
は
幾
多

　
の
困
難
性
が
あ
っ
た
が
、
地

　
元
関
係
住
民
の
協
力
と
、
小

　
野
県
議
、
黒
木
村
長
、
村
議

　
諸
彦
の
な
み
な
み
な
も
ぬ
尽

　
力
で
、
こ
れ
が
円
満
に
解
決

　
を
み
、
着
工
の
運
び
に
至
っ

　
た
こ
と
は
新
産
都
市
指
定
に

　
も
通
ず
る
道
と
し
て
欣
快
に

　
堪
え
な
い
。

◇
以
上
は
本
年
度
の
村
政
の
素

　
描
に
過
ぎ
な
い
が
、
昭
和
三

　
十
七
年
度
は
村
政
史
上
に
赫

　
々
た
る
足
跡
を
残
し
た
年
で

　
あ
る
。
こ
れ
全
く
黒
木
村
長

　
を
先
頭
に
、
村
議
、
村
民
が

　
わ
が
村
の
繁
栄
を
希
う
至
情

　
に
於
て
結
ば
れ
て
、
打
て
ば

曇
き
、
呼
べ
ば
答
え
る
絆
の

　
賜
で
あ
る
。

　
こ
の
絆
こ
そ
村
政
の
基
盤
で

　
あ
り
「
か
な
め
」
で
あ
る
こ

　
と
を
銘
記
し
て
、
昭
和
三
十

　
七
年
度
を
送
り
、
昭
和
三
十

　
八
年
度
を
迎
え
る
こ
と
と
し

　
よ
㍗
つ
。

　
石
青
み
稚
あ
ゆ
む
れ
お
り
春

　
》
も
、

、
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